







































































面・日高郡東村田畑先地字限図面・日高郡字国戸村田畑先地字限 面などは、後述する明治八 『 価取調帳』の「紀伊 何郡何村絵 」の凡例と同じ様式でえがかれていた。　
翌二〇〇四年一月二九日には、粉河町（現：紀の川市）役場資産税課


































筆者らの近年 調査でようやくそ 一部が海南市や橋本市 県内各地
429
［和歌山県における明治前期地籍図の保存状況］……額田雅裕




































































































































































































































字限図を製し、町村全図を製すること（第二三条） 、縮尺を曲尺一寸を二〇間（第二四条 、すなわち、一二〇〇分の一としている。字 おび村全図は実測図を原則とし、縮尺は原則として町村図が三〇〇〇分の一、字図が六〇〇分の一で作成 ることと定められ いる（ 『地図調整式』 ） 。　
明治一八年二月二八日、大蔵省は各府県知事に「地押調査ノ件」の訓

















地番とみなされる旧地番は地図が南を上としていたが、地押調査更正絵図は雛形の地図が北を上にしていたため、同様に左上の北西隅の地所を基点として右下の南東隅に終わる 連の番号となったようである。したがって、結果的にみると、新しい地番は古い地番 ま く逆から付けられたと考えられる。　
地押調査は明治二一年一〇月には各府県とも終了し、土地台帳と地図
の調整がほぼ終了し、明治二二年三月二三日、地券廃止、土地台帳規則が制定され、地押調査更正絵図は土 台帳附属地図となっ 。地押調査更正絵図は、市町村役場のほかに税務署にも備え付けられ、現在も法務局において公図・旧公図の閲覧が可能である。土地台帳は昭和三五年に土地登記簿に吸収統一され、現行 固定資産税制度では地籍図は使われなくなった。おわりに　
内務省地理寮は、公有地と民有地の両者を含めたすべての土地の地籍









額田雅裕（二〇〇二） 「和歌山市地籍図目録Ⅰ（河南編） 」 和歌山市立博物館研究紀
要一六、 五一
– 七五頁






和歌山県（一九七八） 『和歌山県史』近現代史料 、 七五～八〇頁和歌山県（一九八九） 『和歌山県史』近現代一、 一二三～一三九頁和歌山県立文書館（二〇〇〇） 『収蔵資料目録』四、 県和歌山市（一九九〇） 『和歌山市史』三、 六五～七 頁引用・参考文献 行し、 県では五〇あった市町村が三〇に減少した。筆者らは、これまで市町村の資産税関係部局に保管されてきた地籍図類を調査してきたが その後 保管状況については確認していない。市町村合併によって、地籍図類 保管がなおざりになり、廃棄されていないか心配である。地籍図は、明治初年の土地利用や景観を記録した貴重な文化財資料である。使用されなくなった各市町村の地籍図は、県立博物館あるいは文書館などで一括して保管管理 調査研究に利用できるように法的な整備が進められることを望みたい。
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